
-一
向
岡
山
縮
。
文
化
八
年
京
菊
田
国
太
兵
衛
叡
。
密
新
に
秋

一
に
濁
安
宅
に

の
み
こ
の
口
碑
あ
る
は
経
し
む
べ
き

-
の
坊
月
次
曾
の
歌
仙
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
添
へ
た
北

一
で
あ
る
。
加
賀
志
位
に
い
ふ
。
安
宅
の
聞
の

こ
と
は

一ハ肢
の
文
に

『
駄
の
坊
の
月
次
う
つ
し
巡
候
。
あ
ら
ま
一

熊
山
に
作

b
た
る
故
人
口
に
肺
炎
す
る
が
、
古
都
に

一し
か
や
う
な
好
候
。
安
宅
の
捕
の
車
臥
折

々
お
も
ひ

一
一
は
見
え
ぬ
o
義
経
記
に
は
、
越
前
三
口
伝
羽
賀
兵
衛
-

mし
候
。
』
と
あ
る
か
ら
題
脳
血
を
採
る
。
そ
の
他
編
者

一
井
土
左
衛
門
が
院
を
俄
へ
て
守
秘
し
た
る
を
、
義
経

風
友
の
句
ど
も
を
集
め
て
あ
る
。

一
一
行
が
欲
き
逝
っ
た
と
は
あ
る
が
、
安
宅
闘
の
こ
と

ア
h
F
カ
ジ
ョ
ウ
安
宅
被

源
平
時
間
表
記
器
永
一
二
は
な
い
。
同
町
長
私
記
に
は
裂
か
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の

年
五
且
二
日
平
家
加
賀
に
逝
入
の
僚
に、
『
林
・富
盛
・
一
怨
は
苧
保
中
加
藤
仙
陀
の
間
同
作
だ
と
い
・ぬ
か
ら
鍛
に

下

m
-AH光
も
大
勢
に
被
蒐
立
て
安
宅
城
を
も
引
退

一
は
し
得
ぬ
と
。

〈
。
』
と
あ
る
。
越
管
認
三
州
芯
放
繍
考
に
は
、
こ
の

一
ご
一〉
後
太
平
杷
の
版
妄
後
太
平
沼
は
元
政
五
年
多

城
跡
は
詐
か
で
な
い
。
鮫
ず
る
に
只
隙
に
怒
っ
て
矩

一
多
良
間
宗
庖
の
誌
で
あ
る
か
ら
穏
と
す
べ
〈
も
な
い

欄
を
遭
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
言
っ
て
ゐ
る
。

一
が
、
そ
の
中
に
『
新
旧
一
族
闘
束
桁
行
、
安
宅
関
被

ア
h
F
カ
シ
ン
安
宅
新

能
美
綿
製
津
郷
に
屈
す

一
破
事
。
』
の

一
僚
が
あ
っ
て
、
『
北
陸
治
加
賀
凶
安
宅

る
邸
前
。
元
臓
の
加
越
能
蛮
物
岱
上
に
は
、
こ
の
地

一
の
闘
は
、
右
大
将
頼
朝
文
治
年
中
彼
女
也
よ
り
以

に
二
似
の
鈍
釜
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
質
隠
の
爾

一
来
、
終
に
鎖
を
山
聞
く

mな
し
。
去
る
元
亨
元
年
五
彼

自
に
も
向
そ
れ
が
見
え
る
。

一
七
道
四
境
の
新
聞
を
被
停
止
時
も
、
此
闘
を
ば
不
附
。

ア
h
F
カ
ノ
セ
キ

安
宅
ノ
関
へ
一
〉
闘
の
有
無
1

一
宮
被
介
是
を
守
怨
し
て
、
究
党
の
関
守
五
十
俄
騎
を

安
宅
の
聞
は
J

義
経
通
過
の

こ
と
に
よ
っ
て
最
も
悦

一
民
笹
け
る
。
』
と
い
ひ
、
胞
安
元
年
五
且
新
聞
義
宗
臨
す

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
富
樫
務
家
の
こ
i
h

に
開

一
上
野
に
敗
戦
し
た
後
、
山
伏
に
扮
裂
し
て
此
の
関
門

を
設
け
た
と
い
ふ
は
、
全
然
架
空
の
談
に
外
な
ら

一
を
突
破
し
、
一
叫
ひ
越
後
に
下
っ
た
こ
と
を
絞
せ
て
ゐ

ぬ
。
或
は
八
雲
御
抄
に
安
宅
の
聞
を
松
せ
て
あ
る
と

一
る
。
こ
れ
地
理
上
北
陸
遣
を
終
過
す
る
の
理
闘
を
見

い
ふ
も
の
も
あ
る
が
、
問
自
の
は
安
宅
の
憾
で
あ
っ

一
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
齢
制
宗
の
兵
世
邸
げ
た
の
は
此
の
年

て
闘
で
は
な
い
。
夏
に
安
宅
の
間
開
祉
の
迩
〈
海
中
に

一
七
且
で
、
彼
は
上
H
F
皆
将
と
時
っ
て
取
れ
た
の
で
あ

波
し
た
こ
と
を
殻
〈
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
何

一
司令
。
然
ら
ば
五
月
に
こ
の
廓
の
あ
る
管
が
な
い
o
況

等
の
僚
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
設
は
全
〈
今
人
の

一
宇
叙
述
の
旬
、
義
経
過
闘
の
談
を
鈍
倣
し
た
こ
と
隠

復
活
で
も
な
〈
、
揮
柑
政
時
代
に
成
っ
た
三
州
名
跡
芯

一
然
た
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

に
、
開
制
収
に
お
停
を
去
る
こ
と
二
三
塁
の
海
中
に

一

ア
主
力
ノ
ハ
シ

安
宅
J

世
間
能
業
部
に
在
っ
た
。

沈
ん
で
、
百
年
前
ま
で
は
枯
指
せ
る
松
樹
を
水
底
に

一
八
雲
御
抄
に
『
あ
た
か
の
続
、
加
賀
』
と
あ
る
。
保

望
み
得
た
と
促
し
て
あ
る
か
ら
、
治
時
飢
に
か
L
る

一
府
間
聞
に
総
永
二
年
六
'且
二
日
に、
『
平
家
安
日
時
間
を
引

俗
説
が
あ
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
こ
の
務
停
一
帯
の

一
て
人
氾
の
叙
を
つ
が
せ
け
る
。
源
氏
抑
古
川た
り
け
れ

後
退
す
る
こ
と
は
事
誌
で
あ
る
が
、
安
宅
に
し
て
敏

一
ど
も
橋
は
ひ
か
れ
た
り
。
』
と
も
見
え
る
。

思
の
陵
地
を
失
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
南
北
接
約
の

一

ア
主
力
ノ
マ
ツ
バ
ラ

安
宅
ノ
松
原

能
実
却
に

お
伴
も
略
同
一
の
依
態
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る

一
在
っ
た
。
源
平
蝶
袋
記
綜
永
二
年
に

『
去
四
且
下
旬

に
は
平
家
十
此
俄
騎
な
り
し
に
‘縫
・長
畝
・三
候
野

一

ア
h
m
ゴ
モ
ン
ゼ
ン

妥
宕
門
前

金
揮
の
哲
阿

蹴
松
・翫
越
・
須
川
山
・
長
加

・
一
松
・
安
宅
，
松
原
云

一
名
。
明
王
院
門
前
と
も
い
ひ
、
愛
宕
山
の
下
で
、
も

去
、
所
々
の
合
戦
に
亡
つ
与
、
七
流
協
騎
は
失
に
け

一
と
愛
宕
祉
の
門
前
地
で
あ
っ
た
。
今
は
八
脇
町
の一

。
。
』
と
あ
る
。

一
部
で
あ
る
。

ア
h
F
カ
ノ
ミ
ナ
ト

安
宅
ノ
漢

能
楽
郡
に
在
る
。

一

ア
h
m
ゴ
ヤ
マ

袋
宕
山

も
と
金
保
明
王
院
の
別

源
平
同
日
夜
記
に
、
『嗣郎
氏
は
安
宅
総
よ

b
務
て
、
今

一
暗
闘
す
る
愛
宕
祉
附
近

一
帯
の
卯
辰
山
の
一
部
を
い
う

務
・際
原
・小
河
筏
・企
部
・疲
河
打
溢
て
大
野
庄
に
陣

一
た
が
、
元
和
二
年
観
音
院
が
創
這
せ
ら
れ
て
か
ら
、

を
取
O

』
と
見
え
る
。
こ
の
安
宅
綴
は
安
宅
川
右
岸
の

一
そ
の
地
を
型
宵
山
と
い
ひ
、
愛
宕
山
の
名
に
よ
っ
て

河
口
で
、
山A
宅
泌
に
出
し
た
今
の
安
宅
の
部
務
を
い

一
示
さ
れ
る
匿
制
は
非
常
に
縮
小
し
た
。

ふ
の
で
あ
る
。

一

ア
ダ
チ
ゴ
チ
ク

足
立
五
竹

金
仰
の
例
入
。
希

ア
生
カ
ノ
ワ
h
F

シ

安

宅

J

漉
能
楽
郡
に
臨
す

一
悶
門
五
哲
の
一
人
で
、
後
江
戸
に
修
り
築
山
子
と
蹴

る
。
源
平
時
代
に
在
っ
て
、
出
陸
道
が
安
宅
川
を
禎

一
し
た
。
天
明
の
頃
に
は
京
に
ゐ
た
ら
し
い
。
こ
の
て

ぎ
る
地
動
を
い
う
た
。

一
が
し
は
の
司
哲
が
あ
る
。

ア
h
m
ゴ
ザ
カ

愛
完
援

金
部
に
あ
っ
て
、
今
の

一

ア
ダ
チ
ヒ
ロ
カ
生

安
逢
寛
栗

週
間
僻
幸
之
助
。

八
幡
町
か
ら
明
正
院
の
加
治
す
る
山
上
愛
宕
世
に
驚

一
滞
士
辻
平
之
丞
の
臣
中
宮
五
左
衛
門
の
第
二
子
で
あ

る
急
峻
の
行
併
を
い
う
た
。
明
前
六
年
世
間附

・
石
階

一
司令
。
安
保
中
甲
山
腕
安
建
六
郎
に
誌
は
れ
て
そ
の
ん戒
を

共

に

脱

し

た

。

一

袋

ぎ

、
安
政
三
年
足
較
小
顕
と
銭
。
、
日
時
い
で
江
戸

ア
主
ゴ
ジ
安
宕
寺

鹿
島
郡
小
島
に
あ
っ
た
混

一
に
赴
き
て
西
洋
兵
径
を
村
出
磁
六
に
受
け
、
刻
吉
川
相

言
宗
苛
院
。
も
と
七
路
に
在
っ
た
が
、
前
回
利
家
の

一
助
逢
に
そ
の
設
一
朗
と
な
っ
た
。
文
久
元
年
間
附
に
邸

在
城
す
る
に
及
ん
で
こ
与
に
修
さ
れ
た
。
明
治
維
新

一
り
、
歩
士
に
進
み
、
妊
治
館
の
教
師
に
任
ぜ
ら
れ
、

の
際
寺
併
は
州
出
御
し
て
舟
木
陥
之
介
と
い
ひ
、
阿
首

一
阿
国
際
三
年
箆
に
薪
番
と
な
り
、
明
治
・
苅
年
務
命
に
よ

刑
判
紅
に
制
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
っ
て
京
に
上
り
、
政
六
に
合
し
た
。
政
六
時
に
大
村

ア
h
F
ゴ
シ
タ
マ
チ

安
宕
下
町

J
ア
タ
ゴ
マ
チ

一
徳
次
郎
と
割
惜
し
て
征
東
軍
の
挙
総
と
な
り
、
昨
に
制

変
容
川
o

一
渡
せ
ん
と
す
る
際
で
あ
っ
た
が
、
寛
架
を
庇
め
て
伏

ア
h
F
ゴ
シ
ヤ

愛
宕
一時

J
ミ
ヨ

ウ
オ
ウ
イ
Y

一
見
兵
型
校
の
教
官
た
ら
し
め
た
。
東
北
鎮
定
の
後
岱

明
王
院
〈
金
部
〉
。

一
次
郎
京
に
闘
っ
て
底
究
要
と
三
僚
木
屋
町
に
品
目
し
都

ア
h
F
ゴ
マ
チ

鐙
宕
町

金
制
作
の
問
名
。
元
職
以

一
を
認
し
た
が
、
二
年
九
且
四
日
夜
賊
附
入
し
て
直
に

前
か
ら
愛
宕
下
町
或
は
茶
屋
町
と
呼
ん
だ
が
、
結
末
一
信
次
郎
を
倒
し
、
買
契
も
亦
翻
っ
て
廃
れ
た
。
時
に

の
頃
に
は
卯
反
京
附
・
中
，
削
・
老
松
町・

宮
川
町
に

一
年
四
十
六
。
大
正
四
年
十
一
且
十
日
特
旨
を
以
て
正

分
か
ち
、
明
治
四
年
四
且
戸
籍
編
成
の
際
か
ら
愛
宕

一
五
位
を
迫
附
せ
ら
れ
た
。

一
番
丁・
二
番
了
・=
一
番
丁
・四
番
丁
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一

ア
ダ
チ
ヤ
へ
エ
安
窪
田畑
兵
衛

元
利
六
年
前
川

も
と
附
近
の
山
上
に
愛
宕
駐
が
あ
っ
た
の
で
、

利
常
に
仕
へ
、
初
め
て
五
百
石
を
領
し
、
寛
永
十
六

名

を

得

た

も

の

で

あ

る

。

年

授

。

子
孫
相
前
い
で
甲
府
に
仕
へ
た
。

ア
タ

」

の

一一一一


